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論文内容要旨
 近年,]℃呼気試験法を用いた胃排出能検査が報告されている。本試験法は胃排出のみならず
 1℃標識化合物の吸収・代謝・排泄の各過程を含む間接法であり,これらがどの程度検査結果に
 影響をおよぼすか充分な検討がなされていない。
 この研究では本試験法における1℃標識化合物の吸収・代謝・排泄の影響を明らかにすること
 を目的として,十二指腸に1℃標識化合物を直接投与し,呼気への排泄動態を検討した。また13C
 標識化合物を含む試験食を経口的に与え,呼気への排泄動態を検討した。最後に臨床応用が可能
 なより簡便な検査法の可能性について検討した。
 従来用いられている13C標識化合物である13C-acetate(1℃一A)とt3C-octanoate(1℃一〇)を十
 二指腸に直接投与したところ,1℃一Aの方が呼気への排泄が速やかで再現性も良好であり,より
 適した試薬と考えられた。また評価指標としてmaximumexcretiontime(t。、、、)とhalfexcre-
 tiontime(tl、2)について検討すると,tl、2は吸収・代謝・排泄の影響を受けやすかったが,t.、、、
 はこれらの影響が少なく胃排出を評価する上でより客観的な指標と考えられた。1℃標識化合物
 を含む試験食を用いた胃排出能の検討では,上℃一〇を用いた固形食法は吸収・代謝・排泄の影響
 を受けやすく,1℃一Aを用いた液体食法の方が間接法としての欠点がより少ない検査法であると
 考えられた。本試験法は抗コリン剤であるscopolaminebutylbromide投与による胃排出遅延を
 識別可能であった。また,実測上の△値が最大を示す呼気採取時間であるpeak
 excretiontime(t,。、k)を用いることにより,検査時間の短縮が可能と考えられた。正常値の上
 限を50分以下に設定すると,胃排出遅延を定性的に判定する検査法としての感度は81.8%,特
 異度は86.4%であり,臨床応用可能な検査法と考えられた。
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 審査結果の要旨
 近年,1℃呼気試験法を用いた胃排出能検査が報告されている。本試験法は胃排出のみならず
 1℃標識化合物の吸収・代謝・排泄の各過程を含む間接法であり,これらがどの程度検査結果に
 影響をおよぼすか充分な検討がなされていない。本研究では1℃呼気試験法における1℃標識化
 合物の吸収・代謝・排泄の影響を明らかにすることを目的として,十二指腸にt℃標識化合物を
 直接投与し呼気への排泄動態を検討した。また1℃標識化合物を含む試験食を経口的に与え,呼
 気への排泄動態を検討した。最後に臨床応用が可能なより簡便な検査法の可能性について検討し
 た。
 従来用いられている1℃標識化合物である!:℃一acetate(1℃一A)と1℃一〇ctanoate(t:℃一〇)を十
 二指腸に直接投与したところ,1℃一Aの方が呼気への排泄が速やかで再現性も良好であり,より適
 した試薬と考えられた。また評価指標としてmaximumexcretiontime(t、,,。.)とhalfexcretion
 time(tl、2)について検討すると,tl、2は吸収・代謝・排泄の影響を受けやすかったが,t,、、。、はこ
 れらの影響が少なく胃排出を評価する上でより客観的な指標と考えられた。1℃標識化合物を含
 む試験食を用いた胃排出能の検討では,1℃一〇を用いた固形食法は吸収・代謝・排泄の影響を受
 けやすく,1℃一Aを用いた液体食法の方が間接法としての欠点がより少ない検査法であると考え
 られた。本試験法は抗コリン剤であるscopolaminebutylbromide投与による胃排出遅延を識別
 可能であった。また実測上の△値が最大を示す呼気採取時間であるpeakexcretiontime(t,,.k)
 を用いることにより,検査時間の短縮が可能と考えられた。正常値の上限を50分以下に設定す
 ると,胃排出遅延を定性的に判定する検査法としての感度は81,8%特異度は86.4%であり,臨
 床応用可能な検査法と考えられた。
 審査の結果,本論文内容が学位に十分値することが確認された。
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